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  2－1－2 シナスッポン
  2－1－3キョクトウサソリ
  2－1－4 シナスッポンペプチド
  2－1－5 マムシ





  2－3－2 一定時間の遊泳運動試験
  2－3－3 水槽条件
 2－4 血液生化学測定










































   マムシ、アリ、牛肉）動物系ヘルスフード素材の長期投与による
   遊泳運動への影響
 3－2 ミミズ精製末の遊泳運動への影響
  3－2－1 ミミズ精製末の長期投与による遊泳運動への影響
  3－2－2 ミミズ精製末の長期投与による運動負荷時の代謝的影響
  3－2－3 ミミズ精製末の長期投与による諸臓器重量への影響
 3－3 スッポン抽出末の遊泳運動への影響
  3－3－1スッポン抽出末の長期投与による遊泳運動への影響
  3－3－2 スッポン抽出末の長期投与による運動負荷時の代謝的影響
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【図17】遊泳運動マウスの血中クレアチンキナーゼ活性に及ぼす
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     【図26】遊泳運動マウスの血中クレアチンキナーゼ活性に及ぼす
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   に利用されている。酸素を必要としない無酸素過程でエネルギーを発生するので、極
  めて速く、しかも大きなエネルギーが爆発的に放出される。しかしエネルギー発生の
48
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